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流通とＳＣ・私の視点 

2008 年４月 26 日 
 

売上の創出メカニズムと客単価について!! 
 

ＳＣのみならず店舗の売上の創出のメカニズムは次の算式で表すことができます。 

売 上 高 ＝ 客 数 ×客 単 価  

すなわち、売上を増加させるためには、客数の増加か客単価の増加あるいは両方の増加が必要です。 
ＳＣを成立させるためには｢集客の基軸となる核要素｣が必要です。集客の核要素は常に変遷しており、時
代別に見ると次の通りです(六車流：流通理論)。 

  アメリカ 日  本 

第１段階 ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ＆ｺﾝﾊﾟﾘｿﾞﾝｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ性 1970 年代以前 1980 年代以前 

第２段階 バリュー性 1980 年代 1990 年代 

第３段階 エンターテインメント性 1990 年代 2000 年代 

第４段階 コミュニティ＆コミュニケーション性 2000 年代 2010 年代 

①アメリカの 1970 年代以前及び日本の 1980 年代は、買物自体がよろこびを持つ時代であり、ワンストッ
プショッピング(ここに来ればすべて揃い１ヶ所で買える)とコンパリゾンショッピング(ここでは色々
な商品や店を比較して買える)が核要素であり、そのために多くの核店舗と多くのテナントが揃った商
業施設(多核・モール型ＳＣ＝ＲＳＣ)の集客が大きくなりました。 
②アメリカの 1980 年代と日本の 1990 年代は景気の悪い時代であり、アメリカでも日本でも、価格の絶対
的安さや割安さが集客の核要素となりました。 
③アメリカの 1990 年代は景気が回復し、エンターテインメント性(楽しい、うれしい、おいしい、気持ち
いい、驚き・異次元空間)が集客の核要素になりました。日本でも 2000 年代は景気回復は十分ではあり
ませんが、エンターテインメント性が核要素になっています。日本は 1991 年から名目成長はプラスで
はありませんが、実質成長はプラスとなっています。すなわち、概念的に言えば 50％が景気回復し、
50％がまだ景気回復していない状態ですが、エンターテインメント性に対するニーズは確実に高まって
います。 
④現在のアメリカは、エンターテインメント性からコミュニティ＆コミュニケーション性(地域の交流の
場づくり)が核要素になり、従来型のエンターテインメント性を付加したエンクローズドの多核・モー
ル型ＳＣは開発されず、オープンエアモールのライフスタイルセンターやタウンセンターが中心となり
つつあります。 

さて、本題の売上の創出メカニズムですが、アメリカの流通は 1990 年代にエンターテインメント性の核
要素がパワーを発揮する時代に、シネコン、ゲームセンター、キッズランド、レストランのＳＣのエンター
テインメント４兄弟を中心に売上高＝客数×客単価…のうち客数増加を中心とする集客を図りました。エン
ターテインメントの強化は、｢もてあそばれ型ＳＣ｣の性格を強く持ち、物販との整合性が十分でないため、
｢人は集まるが売上が今一歩｣｢日祝日は良いが平日は今一歩｣｢飲食は良いが物販が今一歩｣の３つの課題を
持つことになります。 
現在の日本は、バリュー性の時代(1990 年代)を経て、50％好況経済時代(残り 50％は今一歩経済時代)に
なり、エンターテインメント性の核要素が強くなりつつあります。そのため、日本の多核・モール型ＳＣは
基本的にエンターテインメント性で集客しています。すなわち、多核・モール型ＳＣへ行く出向動機はサバ
ーバン・リゾートであり、郊外の遊び目的志向の商業施設となっています。その原動力は、シネコン、ゲー
ムセンター、キッズランド、レストランの４兄弟を中心にモールのランブリング型ショッピングであり、1990
年代のアメリカと同じです。 
エンターテインメント性の核要素は、もてあそばれ型の性格を持つ核要素であり、｢客数増には貢献｣しま
すが、｢客単価増｣にならず、逆に客単価減になります。最近、開発されている多核・モール型ＳＣが、客数
は予想以上ですが、客単価が予想以下であるため、売上高は今一歩となっているのはそのためです。今、多
くの多核・モール型ＳＣは、益々、エンターテインメント施設を強化し、集客は高まるが客単価の低下を招
いています。今後は、客数増より、客単価アップの戦略構築が必要です。アメリカでは、ゲームセンターは
ＳＣからなくなり、キッズパークは低料金あるいは無料化、シネコンは定番化し集客と波及力は低下してい
ます。また、レストラン街はインモール化ではなくサイドモール化あるいはニアモール化しています。 
物販力を強化することにより、アメリカのＳＣは日本のＳＣの２倍の客単価を持っています。 
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お知らせ
「流通とＳＣ・私の視点」をご覧頂き誠にありがとうございます。タイトル□内をクリックして頂きますと、ダイナミックマーケティング社のホームページに移動します。まだ、弊社ホームページをご覧になって頂けていない方は、これを機会に是非お立ち寄り下さい。


